	中小企業の動き（2021年４～６月期）




業種別景気動向調査　2021（令和３）年４～６月期
大阪産業経済リサーチ＆デザインセンター
「中小企業景況調査」（中小企業庁･独立行政法人中小企業基盤整備機構）によると、全国における2021年４～６月期の中小企業（全産業）の業況判断ＤＩ（前期比季節調整値）は－25.8で、前期より3.7ポイント増加し、２期ぶりに上昇した（図１）。
業種別にみると、製造業は－17.2（前期より7.8ポイント増）となり、４期連続で上昇した。一方、非製造業は－28.8（前期より2.4ポイント増）で、２期ぶりの上昇となった。
非製造業を業種別にみると、すべての業種でＤＩは上昇した（図２）。特に、卸売業の増加幅が大きかった。
経営上の問題点は、建設業を除くすべての業種において「需要の停滞」が１位であるが、その割合は小売業を除き、減少した（図３）。特に、製造業と卸売業での減少幅が大きかった。
建設業は、前期に６位であった「材料価格の上昇」の割合が急増し１位となった。製造業でも「原材料価格の上昇」が前期の４位から２位に、卸売業では「仕入単価の上昇」が３位から２位に上昇するなど、仕入単価の上昇を問題とする企業割合が、幅広い業種で高まっている。
2021年７～９月期の業況判断ＤＩ（全産業）は、－27.6で、今期より0.4ポイント悪化する見通しとなっている。


[image: ]図１　中小企業の業況判断ＤＩの推移
出所：独立行政法人中小企業基盤整備機構「第164回中小企業景況調査（2021年4—6月期）」
（注）業況判断ＤＩは、「好転」企業割合－「悪化」企業割合。前期比季節調整値。


[image: ]図２　非製造業の業種別の業況判断ＤＩの動き
出所：独立行政法人中小企業基盤整備機構「第164回中小企業景況調査（2021年4—6月期）」

[image: ]図３　経営上の問題点（各業種３位まで）の動き
[bookmark: _GoBack]出所：独立行政法人中小企業基盤整備機構「第164回中小企業景況調査（2021年4-6月期）
image3.emf
34.4

14.5

9.7

17.6

16.6

14.9

43.6

10.0

5.9

27.5

15.7

10.1

30.7

16.4

7.2

0

10

20

30

40

50

60

需

要

の

停

滞

原

材

料

価

格

の

上

昇

生

産

設

備

の

不

足

・

老

朽

化

材

料

価

格

の

上

昇

従

業

員

の

確

保

難

民

間

需

要

の

停

滞

需

要

の

停

滞

仕

入

単

価

の

上

昇

従

業

員

の

確

保

難

需

要

の

停

滞

消

費

者

ニ

ー

ズ

の

変

化

へ

の

対

応

大

・

中

型

店

の

進

出

に

よ

る

競

争

の

激

化

需

要

の

停

滞

利

用

者

ニ

ー

ズ

の

変

化

へ

の

対

応

従

業

員

の

確

保

難

製造業 建設業 卸売業 小売業 サービス業

2021年

1～3月期

4～6月期

％

2020年

10～12月期


image1.emf
-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

全産業

DI

製造業

非製造業


image2.emf
-80

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

1

～

3

月期

4

～

6

月期

7

～

9

月期

10

～

12

月期

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

卸売業

DI

建設業

小売業

サービス業



大阪産業経済リサーチ


＆


デザイン


センター


 


中小企業の動き（


2


0


2


1


年


４〜６


月期


）


 


 


「中小企業景況調査」（中小企業庁･独立行政法人�


中小企業基盤整備機構）によると、


全国における


20


2


1


年


４〜６


月期


の


中小企業


（


全


産業


）


の


業況判断ＤＩ


（


前期比


季節調整値）


は−


25.8


で


、


前期


より


3.7


ポ


イント


増加


し


、


２


期


ぶりに


上昇


し


た


（図


１）


。


 


業種別にみると、


製造業は


−


17.2


（前期より


7.8


ポ


イント


増


）


となり、


４


期連続で上昇した。一方


、


非製


造業は−


28.8


（


前期


より


2.4


ポイント


増


）


で


、


２


期


ぶり


の


上昇


と


な


った


。


 


非製造業


を


業種別


に


みると、


すべての業種で


ＤＩ


は


上昇


した


（図２）


。


特に、


卸売


業の


増加


幅が大きか


った


。


 


経営上の問題点は、


建設業を除くすべての業種に


おいて


「需要の停滞」


が


１位


であ


るが


、その割合は


小


売業を除き、


減少した


（図３）。


特に、製造業と卸売


業で


の減少幅が大き


か


った


。


 


建設業


は


、


前期に６位であった「材料価格の上昇」


の割合が急増し１位となった。


製造業で


も


「


原材料価


格の上昇


」


が


前期の４位から２


位


に、卸売業では「仕


入単価の上昇」が３位から２位に上昇するなど、仕入


単価の上昇を問題とする企業割合が


、


幅広い業種で


高まっている。


 


202


1


年


７


〜


９


月期の


業況判断ＤＩ


（全産業）


は、


−


2


7.6


で


、


今期より


0.4


ポイント


悪化


す


る


見通しと


なっ


ている


。


 


 


図


１


 


中小企業の業況判断


ＤＩ


の推移


 


出所：


独立行政法人中小企業基盤整備機構「第


1


6


4


回中小企業景況調査（


20


21


年


4


—


6


ŒŽŠú�j�v


 


�i’��j‹Æ‹µ”»’f‚c‚h‚Í�A�u�D“]�vŠé‹ÆŠ„�‡�|�uˆ«‰»�vŠé‹ÆŠ„�‡


�B‘OŠú”ä‹G�ß’²�®’l�B


 


 


 


-70


-60


-50


-40


-30


-20


-10


0


10


1


�


`


3


�


�


�


�


4


�


`


6


�


�


�


�


7


�


`


9


�


�


�


�


1


0


�


`


1


2


�


�


�


�


1


�


`


3


�


�


�


�


4


�


`


6


�


�


�


�


7


�


`


9


�


�


�


�


1


0


�


`


1


2


�


�


�


�


1


�


`


3


�


�


�


�


4


�


`


6


�


�


�


�


7


�


`


9


�


�


�


�


1


0


�


`


1


2


�


�


�


�


1


�


`


3


�


�


�


�


4


�


`


6


�


�


�


�


7


�


`


9


�


�


�


�


1


0


�


`


1


2


�


�


�


�


1


�


`


3


�


�


�


�


4


�


`


6


�


�


�


�


7


�


`


9


�


�


�


�


1


0


�


`


1


2


�


�


�


�


1


�


`


3


�


�


�


�


4


�


`


6


�


�


�


�


7


�


`


9


�


�


�


�


1


0


�


`


1


2


�


�


�


�


1


�


`


3


�


�


�


�


4


�


`


6


�


�


�


�


7


�


`


9


�


�


�


�


1


0


�


`


1


2


�


�


�


�


1


�


`


3


�


�


�


�


4


�


`


6


�


�


�


�


7


�


`


9


�


�


�


�


1


0


�


`


1


2


�


�


�


�


1


�


`


3


�


�


�


�


4


�


`


6


�


�


�


�


7


�


`


9


�


�


�


�


1


0


�


`


1


2


�


�


�


�


1


�


`


3


�


�


�


�


4


�


`


6


�


�


�


�


7


�


`


9


�


�


�


�


1


0


�


`


1


2


�


�


�


�


2012


2013


2014


2015


2016


2017


2018


2019


2020


2021


全産業


DI


製造業


非製造業




大阪産業経済リサーチ ＆ デザイン センター  

中小企業の動き（ 2 0 2 1 年 ４～６ 月期 ）  

  「中小企業景況調査」（中小企業庁･独立行政法人 中小企業基盤整備機構）によると、 全国における 20 2 1 年 ４～６ 月期 の 中小企業 （ 全 産業 ） の 業況判断ＤＩ （ 前期比 季節調整値） は－ 25.8 で 、 前期 より 3.7 ポ イント 増加 し 、 ２ 期 ぶりに 上昇 し た （図 １） 。   業種別にみると、 製造業は － 17.2 （前期より 7.8 ポ イント 増 ） となり、 ４ 期連続で上昇した。一方 、 非製 造業は－ 28.8 （ 前期 より 2.4 ポイント 増 ） で 、 ２ 期 ぶり の 上昇 と な った 。   非製造業 を 業種別 に みると、 すべての業種で ＤＩ は 上昇 した （図２） 。 特に、 卸売 業の 増加 幅が大きか った 。   経営上の問題点は、 建設業を除くすべての業種に おいて 「需要の停滞」 が １位 であ るが 、その割合は 小 売業を除き、 減少した （図３）。 特に、製造業と卸売 業で の減少幅が大き か った 。   建設業 は 、 前期に６位であった「材料価格の上昇」 の割合が急増し１位となった。 製造業で も 「 原材料価 格の上昇 」 が 前期の４位から２ 位 に、卸売業では「仕 入単価の上昇」が３位から２位に上昇するなど、仕入 単価の上昇を問題とする企業割合が 、 幅広い業種で 高まっている。   202 1 年 ７ ～ ９ 月期の 業況判断ＤＩ （全産業） は、 － 2 7.6 で 、 今期より 0.4 ポイント 悪化 す る 見通しと なっ ている 。     図 １   中小企業の業況判断 ＤＩ の推移   出所： 独立行政法人中小企業基盤整備機構「第 1 6 4 回中小企業景況調査（ 20 21 年 4 — 6 月期）」   （注）業況判断ＤＩは、「好転」企業割合－「悪化」企業割合 。前期比季節調整値。      
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